
山
梨
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第
百
十
号
　
　
令
和
二
年
七
月
六
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、六
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

三
五
七

山
梨
県
公
報

第
百
十
号

令
和
二
年

七
月
六
日

月　曜　日

目

次

告

示

○
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
の
指
定	

三
五
七

公

告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請	

三
五
七

○
令
和
二
年
度
行
政
書
士
試
験
の
実
施	

三
五
七

○
随
意
契
約
の
相
手
方
の
決
定
に
つ
い
て	

三
六
一

そ

の

他

○
山
梨
県
議
会
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令	

三
六
一

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
二
百
十
四
号

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
を
指
定
し
た
。

令
和
二
年
七
月
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

道
路
の

種
類

路
線
名

区
間

県
道

甲
斐
中
央
線

甲
斐
市
富
竹
新
田
字
大
明
神
河
原
一
五
六
八
番
一
地
先
か
ら

甲
斐
市
西
八
幡
字
戸
田
道
下
三
六
四
八
番
一
地
先
ま
で

公
　
　
　
告

◉
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
山
梨
県
県

民
情
報
セ
ン
タ
ー
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
七
月
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
令
和
二
年
六
月
二
十
六
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

1
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
す
て
っ
ぷ
・
あ
っ
ぷ
る

2
　
代
表
者
の
氏
名
　
塚
田
純
子

3
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
山
梨
県
甲
州
市
勝
沼
町
休
息
千
百
八
十
七
番
地
一

4
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的
　
こ
の
法
人
は
、
子
育
て
家
庭
の
親
と
そ
の
子
ど
も
、
妊
産
婦
や
将

来
親
に
な
る
者
、
並
び
に
地
域
子
育
て
支
援
者
に
対
し
て
、
育
児
不
安
・
悩
み
の
緩
和
、
子
育
て

・
親
育
ち
に
関
す
る
各
種
事
業
を
行
い
、
家
庭
と
地
域
の
育
児
力
の
向
上
と
、
子
ど
も
の
心
と
体

の
健
全
な
成
長
発
達
を
促
し
、
も
っ
て
児
童
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三
　
縦
覧
期
間
　
令
和
二
年
六
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
七
月
二
十
九
日
ま
で

◉
　
令
和
二
年
度
行
政
書
士
試
験
の
実
施

一
般
財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
か
ら
、
次
の
と
お
り
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
七
月
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

行
政
書
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
山
梨
県
知
事
か
ら
一

般
財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
に
委
任
さ
れ
た
行
政
書
士
試
験
に
つ
い
て
、
行
政
書
士
試

験
の
施
行
に
関
す
る
定
め
（
平
成
十
一
年
自
治
省
告
示
第
二
百
五
十
号
）
第
八
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

令
和
二
年
七
月
六
日

一
般
財
団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

理
事
長
　
　
多
賀
谷
　
　
一
　
　
照
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山
梨
県
公
報
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百
十
号
　
　
令
和
二
年
七
月
六
日

三
六
一

第
三
条
を
削
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
第
一
条
及
び
第
二
条
」
を
「
前
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
五
条
を
第
四
条
と
し
、
第
六
条
か
ら
第
九
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
十
条
中
「
前
三
条
」
を
「
前
各
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
八
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
疲
労
の
蓄
積
に
よ
り
心
身
に
負
担
を
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時

間
の
特
例
）

第
九
条
　
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
以
外
の
時
間
に
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
同
条

に
規
定
す
る
勤
務
時
間
に
お
い
て
勤
務
す
る
こ
と
が
疲
労
の
蓄
積
に
よ
り
心
身
に
負
担
を
与
え
る
と

認
め
ら
れ
る
と
き
の
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
、
第
一
条
及
び
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
休
憩
時
間
を
除
い
て
連
続
す
る
七
時
間
四
十
五
分
を
、
午
前

五
時
以
後
の
十
五
分
ご
と
の
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
て
、
終
業
の
時
刻
が
午
後
十
時
以
前
と
な
る

よ
う
に
割
り
振
る
も
の
と
し
、
そ
の
休
憩
時
間
に
つ
い
て
は
、
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
又
は
午
後

五
時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
十
五
分
ま
で
の
一
時
間
と
す
る
。

（
感
染
症
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
分
散
勤
務
を
行
う
場
合
の
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
）

第
十
条
　
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百

十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
感
染
症
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

お
け
る
職
員
の
勤
務
時
間
は
、
第
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
休
憩
時
間
を
除
い
て
連
続
す
る
七

時
間
四
十
五
分
を
、
午
前
五
時
以
後
の
十
五
分
ご
と
の
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
て
、
終
業
の
時
刻

が
午
後
十
時
以
前
と
な
る
よ
う
に
割
り
振
る
も
の
と
す
る
。

2
　
前
項
の
場
合
に
お
け
る
職
員
の
休
憩
時
間
は
、
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
午
前
十
一
時
か

ら
午
後
二
時
ま
で
の
間
の
う
ち
勤
務
時
間
の
途
中
に
あ
た
る
連
続
す
る
一
時
間
又
は
午
後
五
時
十
五

分
か
ら
午
後
六
時
十
五
分
ま
で
の
一
時
間
と
す
る
。

別
表
中
「
第
四
条
関
係
」
を
「
第
三
条
関
係
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
　
随
意
契
約
の
相
手
方
の
決
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
公
告
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十

五
日
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
、
二
千
十
二
年
三
月
三
十
日
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
を
改
正
す
る
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
協
定
、
経
済
上

の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
欧
州
連
合
と
の
間
の
協
定
そ
の
他
の
国
際
約
束
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契

約
に
係
る
も
の
で
あ
る
。

令
和
二
年
七
月
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
随
意
契
約
に
係
る
役
務
の
名
称
及
び
数
量

㈠
　
名
称
　
山
梨
県
総
合
河
川
情
報
シ
ス
テ
ム
保
守
点
検
業
務
委
託

㈡
　
数
量
　
一
式

二
　
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
所
属

㈠
　
名
称
　
山
梨
県
県
土
整
備
部
治
水
課

㈡
　
所
在
地
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号

三
　
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日
　
令
和
二
年
四
月
一
日

四
　
随
意
契
約
の
相
手
方

㈠
　
名
称
　
日
本
電
気
株
式
会
社

㈡
　
住
所
　
東
京
都
港
区
芝
五
丁
目
七
番
一
号

五
　
契
約
金
額
　
四
千
四
十
八
万
円

六
　
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
　
随
意
契
約

七
　
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
と
し
た
理
由
　
山
梨
県
総
合
河
川
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
業
務
の
受
託
者
で

あ
る
た
め
（
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成

七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
該
当
）
。

そ
　
の
　
他

山
梨
県
議
会
訓
令
甲
第
三
号

山
梨
県
議
会
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
七
月
六
日

山
梨
県
議
会
議
長
　
　
山
　
　
田
　
　
一
　
　
功

山
梨
県
議
会
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
議
会
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
議
会
訓
令
甲
第
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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三
六
二


